
 

お 知 ら せ 

令和７年２月 26日 

 

九州農政局チャレンジチーム 

 

学生参加型プロジェクト「AGREAL」参加学生による成果報告（令和６年度 

九州農政局チャレンジチーム活動報告会内）の実施について 

 

 

１． 開催概要 

 九州農政局チャレンジチーム（注１）では、「農業の魅力発信や理解の醸成」を目的に、農

産物の生産から消費までを網羅して体験・見学する、学生参加型のプロジェクト「AGREAL」

を立ち上げ、熊本市内の大学・専門学校に通う学生 12人が登録しています。 

これまで、プロジェクト第１弾ではれんこんの収穫から選別、調理までを体験し、「生産」

「加工」「消費」について理解を深めるイベント、プロジェクト第２弾では柑橘の選果場を見

学し、「流通」について理解を深めるイベントを実施しました。農産物の生産から消費までの

体験・見学を網羅したところで、本年度最終活動であるプロジェクト第３弾において、若手

農業者団体が企画する農業を通して農村地域の活性化に繋げる取組を体験し、「農業と農村

地域の発展」について考えるイベントを実施しました。（注２） 

そして今回、農林水産省職員が学生の新たな視点から農業の課題等について考えるととも

に、AGREAL参加学生にアウトプットの場を提供することで農業のより深い理解醸成を図るこ

とを目的とした成果報告を実施します（九州農政局チャレンジチーム活動報告会内）。 

 

（注１）九州農政局チャレンジチームについて 

九州農政局チャレンジチームは、九州農政局の各部で勤務する若手職員で構成され、農業

の抱える課題解決に向け若手ならではの視点から「挑戦（チャレンジ）」しているチームです。

農業に触れる機会の提供や SNS での情報発信を行うことで、農業の魅力を消費者の方々に広

く知っていただくことを目指しています。  

 

（注２）AGREAL（アグリアル）のイベントについて 

活動内容の参考として別添資料を添付しておりますが、プロジェクト全体の概要について

は、九州農政局チャレンジチームの WEBサイト（九州農政局 WEBサイト内）をご覧ください。 

 

 

２． 開催日時及び開催場所 

令和７年３月７日（金曜日）13時 30分～15時 00分 

場所：熊本地方合同庁舎Ａ棟１階共用会議室  

 

 



 

３． 内容 

詳細は別紙１をご参照ください。 

 

４． 参加者 

AGREALに応募いただいた学生のうち ３名 

AGREALの活動協力者のうち     ３名 

九州農政局 幹部職員及びチャレンジチームメンバー 等 

 

５． 報道関係者の皆さまへ 

報道関係者で取材を希望される方は、事前に以下の【お問合せ先】の電話番号またはメー

ルアドレスまでご連絡ください。13時 20分からご入室いただけますが、15時 00分活動報告

会終了後にも取材の時間を設けさせていただきます。 

なお、九州農政局チャレンジチームによる活動報告については、AGREALに関すること以外

もございますので、お含みおきいただきますよう御願い申し上げます。 

 

６． 参考 

・九州農政局チャレンジチームの取組＞AGREALについて  

https://www.maff.go.jp/kyusyu/kikaku/challenge/challengeteam.html#AGREAL    

 

【お問合せ先】 

担当：九州農政局チャレンジチーム 

ダイヤルイン：096-300-9069（刈川） 

       096-300-6366（小田） 

Mail：challenge_kyushu@maff.go.jp  

https://www.maff.go.jp/kyusyu/kikaku/challenge/challengeteam.html#AGREAL
mailto:challenge_kyushu@maff.go.jp

